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　日頃、日本福祉大学社会福祉実習教育研究センターの事業にご協力いただき、心より感謝申し上げます。
2020年度の実習センター年報を発行させていただくにあたって、この一年間をふり返らせていただきます。
　2020年度は、新型コロナウイルスの感染防止を優先させながら、大学の教育活動、とりわけソーシャルワー
ク実習をどのように両立させていくのか、社会福祉士を養成している通学課程の社会福祉学部、健康科学部、
そして通信課程の福祉経営学部の3学部とも試行錯誤を繰り返してきた一年でした。とりわけ新型コロナで
ソーシャルワーク実習が中止になった場合の代替措置をめぐっては、最もその影響を受けた福祉経営学部を中
心に本学として統一して対応できるようにオンデマンド教材の作成を行いました。本年報の冒頭にある各学部
の代替実習への取り組みに関する研究報告に、その一端を紹介させていただきましたのでご覧いただければ幸
いです。
　こうした本学の取り組みは、2020年９月に行われた日本ソーシャルワーク教育学校連盟主催の緊急オンライ
ン集会において、実習代替プログラムの先駆的取り組みを行っている3大学のひとつに日本福祉大学が選ばれ
たように全国的にみても評価されています。緊急オンライン集会では、本学を代表して福祉経営学部の明星智
美准教授（2020年度実習センター副センター長）が報告しました。また代替実習の取り組みと並行してコロナ
禍における対面実習のあり方や福祉現場がかかえる課題について、愛知県内の社会福祉士実習でお世話になっ
ている社会福祉法人と本学でつくるフォーラム愛知の８月と12月の研修会において取り上げ、相互の現状を理
解するとともに学び合いの機会としました。
　2020年度においてもうひとつの大きな課題となったのは、社会福祉士と精神保健福祉士の新カリキュラムへ
の対応準備が本格化したことでした。両福祉士養成に関わる国への書類提出など、届出の手続きを行うととも
に、現行カリキュラムと比べて変化の大きい社会福祉士養成課程のソーシャルワーク実習時間の増大（180時
間から240時間への60時間増）と機能の異なる２か所以上の実習施設で実施するという要請に対して、配置学
年とその実習時期をどのように設定するのか、各学部の検討が始まりました。
　介護福祉士との併修という特徴がある健康科学部の社会福祉士養成課程は、60時間が免除されるため180時
間で３年次に新カリキュラムに取り組む方向となる一方、社会福祉学部と福祉経営学部はソーシャルワーク実
習の上記２点の変化に対応することになります。このうち社会福祉学部は２年次と３年次、福祉経営学部は３
年次と４年次に実習を配置する方向となりました。最初に新カリキュラムにもとづくソーシャルワーク実習を
行うのは2022年度の社会福祉学部となります。2021年２月に行われたソ教連の第28回東海・北陸ブロック社会
福祉実習研究大会（オンライン開催）では、新カリキュラムへの移行をふまえた福祉専門職養成のあり方が
テーマとなり、本学社会福祉学部の保正友子教授（2020年度実習センター副センター長）が学部の取り組みを
報告しました。
　
　しばらくはwithコロナの状況が続いていくことになりそうですが、実習センターでは感染拡大防止の取り
組みを適宜見直し改善しつつ、社会福祉実習教育に向けられた期待に応えていくことができるように福祉現場
の方々と力を合わせながら取り組んでいく所存です。今後ともよろしくお願いいたします。
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